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地域スポーツ経営に関する研究（１）
～社会体育指導者を中心に～

並河裕＊

AStudyonManagementofSportsandPhysicalRecreationinCommunity（１）
～AStudyonLeadersofSportsinCommunity～

ＹｕｔａｋａＮＡＭＩＫＡＷＡ。

Abstract

StudiesonSportsleadersｉｎｃommunityhaveincreasedrecently，butveryfewstud-

ieshavebeenconductedonthefactorsaffectingtheiractivities、Thepurposeofthis

studywasdeterminedthefactorsinfulencmgsportsleaders'guindanceactionincom

munity・ＡｎａｌｙｓｉｓｏｆｄａｔａｗａｓｍａｄｅｂｙＨayashi'sQuantificationTheory（Ⅱ)，ａｎｄ

(Ⅲ）whichcategoriesbothamanandanitem，andbothquanitativeandqualitative
elementssimultaneously・

Subjectswerel34adultpeopleofbothsexes（ｍａｌｅ９２：female421
Theresultsaresummarizedasfollows：

１．Thesportsleaderswhoassumetheirpracticalleadershipmoreoftenhavefol-

lowingcharacteristics，comparedwiththosewhodoless・First，ｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｔｉｍｅｓ

ａｓｋｍｇｆｏｒｓｐｏｒｔｓ'guidance；secondly，takingacourseconcerningsports，guidance；

thirdly，beingconsciousbflong-lifesports・Ｔｈｅdemographicelementswhichhad

highersimplecorrelationCoefficientswereexercisenotsostronganddirrectinflu‐

encesandrelationstosports,guidanceaction、

２．Multivariatestatisticalprocedureswereappliedtoexaminecorrelationbetween

sportsleaders，motivationandtheirsportguidanceaction・Threepatternsofsports
leaders，motivationwerefound．

緒言

今日、社会の変化に伴い生活水準の向上、余暇

時間の増大、高齢化の進展等により、生活の中で

のスポーツの果たす役割はますます重要性を帯び

てきているといわれているj8)。さらに、スポー

ツ活動に対するニーズも多様化、高度化が進み、

社会体育の普及・振興に関する諸問題も多種多様

である。この様な状況の中、スポーツを文化とし

て重要なものとして捉え、従来の健康の維持・増

進のためのスポーツ活動のみならず、生活の充実

に必要な運動文化（スポーツの文化化）として捉

えることが今後のスポーツ振興には必要であると

言う答申'1)がなされている。

体育・スポーツ経営の立場から地域スポーツの

普及・振興についてみてみると、人々がスポーツ

を生活の一部分として充実した生活を送ることに

貢献することは地域スポーツ経営の重要な目標と

考えられる。すなわち、スポーツ活動に必要な運

動施設（エリア・サービス)、運動仲間（クラブ・

サークル）運動者に適したプログラム（プログラ

・Phys，Educ.，ＣｏｌＬｏｆＥｄｕｃ.，Univ、ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ
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ム･サービス)等の体育事業を運動者に提供する

ことにより､人々がより充実 した運動生活を送る

ことに貢献 しようとするものである｡ また､そ

れらの体育事業を提供する側 (経営体) に関す

る問題 もまた重要であり彼等の活動いんが地域

スポーツ経営の成果を左右するといっても過言で

はない｡
本研究の究極のねらいは､地域社会における住

民の体育 ･スポーツ普及の､振興を計るための地

域スポーツ経営の在り方を総合的に研究すること

にあり､研究の対象としては体育事業に関する問

題､運動着に関する問題､指導者に関する問題等

を主な研究課題として取り扱うものとする｡

今回は社会指導者に関する問題を取り上げるこ

とにする｡アメリカにおけるプレイグランド運動

の参加者において､その成功が指導者にかかって

いることは実証済であり13)､地域スポーツの振

興 ･普及における括尊者の役割は重要であると言

える｡

これまでの社会体育指導者に関する研究例とし

ては､斎藤 16)､正らg)の体育指導委員に関する

研究や､スポーツ指導員､ トレーナー､コーチに

関する研究 IS)など､さらには､指導者の分類か

ら彼等の活動状況を把握し､指導者の役割､機能

を明確にしょうとしたものや1)i)､運動者側から

求められる社会体育指導者の能力 ･知識 ･指導活

動を研究 したもの19)があるo Lか し､これらの

研究は指導者の実態調査であったり､指導者を個

別に､あるいは指導種別に研究 したものが多くこ

れらの社会体育指導にそぐわない面も多いと考え

られる｡

そこで本研究では､社全体育指導者の活動状況

及び態度 ･意識等から指導者の指導実践に影響を

及ぼす要因の分析を試み､社会体育指導者資格を

持ちながら実際には拍車実践に至らない行動に関

与する要因を分析することによって社会体育指導

者の有効活用をはかることを主な日的とし､さら

には､指導実践を行っている指導者の社会体育指

導に関わった理由をパターン分類することにより､

社会体育据尊者になる動機を個別の要因からでは

なく総合的な分析視点から把擬しようとすること

を目的とした｡

研究方法

1.調査の概要

(1)調査対象

対象として取り上げた社全体育指導者は､平成

2年度沖縄県指導者バンクに登録されている指

導者 (867人)の中から無作為に

343名を選んだ｡(登録者の40%)

(2) 調査方法と時期

質問紙郵送法により平成 3年10月～12月に実施

した ｡

(3) 調査票の配布と回収

調査票の配布と回収率は､轟 く1)に示すとおり

である｡

表 1 調査票の配布と回収率

配布数 (N) 回収 (N) 回収率 (%)

男子 162 98 60.4
女子 181 47 25.9

全体 343 145 42.2

(注)有効サンプル数134名､有効サンプル

回収率 39%

2.説明変数

金崎りは社会体育指導者の指導行動に影響をあ

たえる要因を社会的要因､主体的要因､環境的要

餌に分け社会休育指導者の指導行動を規定する要

因を探ろうとした｡また､藤田2)3)らは社全体育

指導者の研究において ｢説明モデル｣として､基

本的事項､運動経験､動機､活動の内容､指導の

ための学習と能力､指導者としての態度 ･意識等

を設定して指導者の分析をおこなっている｡ 本稿

では､社会休育指導者の資格をもちながら指導実

践に至らない原因を究明すること社会休育指導実

践に影響を与える要因を分析することを目的とし

ているため説明変数としては､基本的特性､運動

経験､動機､括導者の態度 ･意識､指導者として

の研究 ･学習意欲､指導者制度についての意見等

を要因群として設定した｡それぞれ変数 (アイテ

ム)及びカテゴリーの構成は表(2)に示 した｡
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表２分析に用いた要因群およびアイテム た。説明変数としては、分析上すべての変数を取

り扱うことが出来ないためそれぞれの要因群から

28アイテム（カテゴリー数＝115）を選んだ。要因群

基本的特性

アイテム

年齢

性別

学歴

職業

結婚

学生の頃の運動経験

資格を習得した理由

過去１年間の指導活動

指導者のタイプ

所有資格の種類

指導可能なスポーツ

依頼回数

スポーツ団体との関係

社会教育団体との関係

自由時間

やりがい

報酬に関する

指導のための知識

指導する自信

スポーツ技術

指導能力．

生涯スポーツを意識する

年齢者スポーツを意識する

指導者の社会的知識

研究・学習意欲

スポーツ教室に参加する

講習会に参加する

望ましい指導者像

新しい資格を取得

知識・技術を習得した場所

指導者の資格に関する

これまでの制度に不満

指導者制度について

結果と考察

１．スポーツ指導実践と諸要因一クロス集計の

結果一

表３は外的基準と諸要因とのクロス集計結果を

示したものである。これらの結果から、まず、要

因群別に外的基準つまりスポーツ指導実施群・非

実施群とのクロス集計によるＸ2検定の結果を要

約する。

①基本的特性外的基準に対してｑ1％水準で

有意差のみられたのは、年齢と結婚に、また５％

の水準のそれは性別について認められた。指導者

の年齢構成としては従来の調査報告8)と同様に４０

代以上が多い傾向がみられた。

②運動神経及び動機社会体育指導者の資格を

取得した理由に0.1％水準で有意差が認められ、

社会体育指導を実践している指導者は、地域社会

に貢献したい、最初から地域に関わっていた、さ

らに体育・スポーツ・レクが好きだからという理

由が指導を実践していない指導者よりも強い傾向

がみられた｡

③活動の内容活動の内容については、１年間

の依頼回数に0.1％水準で、社会教育団体との関

係に１％水準で有意差が認められ、所有資格の種

類、指導可能なスポーツ、スポーツ団体との関係

については５％水準で有意差が認められた。指導

実践を活性化させるためには指導者の資格のみな

らず社会教育団体及びスポーツとの関係を蜜にす

ることが強調される。

④指導者としての態度・意識0.1％水準で有

意差のみられたのは、指導する自信と指導能力及

び指導者の社会的認知に、５％水準のそれは高齢

者スポーツ意識するに認められた。指導する自信

と指導能力とに関連して指導活動が社会的に認め

られることが社会体育指導実践に必要であると考

えられる。

⑤指導者として研究・学習意欲スポーツ教室

に参加すると講習会に参加するに0.1％水準で有

意差が認められた。スポーツ指導実施群が非実施

群に較べ研究・学習意欲が高い傾向が認められた。

運動神経

動機

活動の内容

指導者としての

態度・意識

指導者としての

学習意欲

指導者制度

３．分析方法

データの分析にあたっては、定性的属性の多変

量解析である数量化理論第Ⅱ類による判別分析を

主要な方法として採用し､その外的基準は過去１

年間に指導活動を行ったものをスポーツ指導実施

群、指導活動を行わなかったものを非実施群とし

－３８９－
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表３外的基準と各要因とのクロス集計結果

Ｘ２値 Ｐdｆ要因群 アイテム

３
１
３
９
１

24.53

４．８５

2.04

11.72

11.14

輔
棚
鞭
糠
繩

＊＊＊

＊

基本的特性

＊＊＊

学生の頃の運動経験 １0.40運動経験

動機 2７．８１１１０1０資格を習得した理由 27.81 ＊＊＊

1.46

29.88

37.35

41.10

６．０４

７．４０

３．７７

２
６
３
７
１
１
４

１
２

指導者のタイプ

所有資格の種類

指導可能なスポーツ

依頼回数

スポーツ団体との関係

社会教育団体との関係

自由時間

＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

活動の内容

卜 ５．６３

１．８２

8.54

20.74

３００

１８．４０

7.34

10.70

23.33

４
３
４
４
４
４
４
４
４

４
３
４
４
４
４
４
４
４

やりがい

報酬に関する

指導のための知識

指導する自信

スポーツ技術

指導能力

生涯スポーツを意識する

高齢者スポーツを意識する

指導者の社会的認知

指導者としての

態度・意識

＊＊＊

＊＊＊

＊

＊＊＊

研究・学習意欲

スポーツ教室に参加する

講習会に参加する

望ましい指導者像

5.12

17.56

2168

１４３

４
４
４
５

指導者としての

学習意欲

＊＊＊

＊＊＊

新しい資格を取得

知識・技術を習得した場所

指導者の資質に関する

これまでの制度に不満

指導者制度について

128

4.11

3.83

2.73

325

４
４
４
１
４

指導者制度

＊＊＊…Ｐ〈0.001,＊＊…Ｐ〈0.01,＊…Ｐ〈0.05
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8０ (Ｎ）

相関比

判別的中率

判別的中点

0.9190

97.8％

-0124

6０
非実施群Ｍｅａｎ－Ｏ５７３６

ＳｔｄＯ１６７７
スポーツ指導実施群MeanO2710

Stdql698

4０
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'
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、
ゲ

夕

夕

、

、

夕

〃

グ

夕 、

、‘

夕

’
、Ｉ
、●
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０
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図１スポーツ指導実施群・非実施群の判別グラフ

⑥指導者制度これらの項目についてはスポー

ツ指導実施群と非実施群との間に有意差は認めら

れなかった。

ツ指導実施群と非実施群との重複部分が判別を誤

る部分である。サンプルスコアーの最大値は0.75

最小値は-0.93で判別的中率は97.8％であった。

(2)要因の関与度

各要因のスポーツ指導実施・非実施についての

偏相関、カテゴリースコアー及びレンジ幅は図２－

１，２－２に示される。

要因が関与する度合いをカテゴリースコアーの

レンジ幅でみると、外的基準の弁別に最も寄与し

ているのは依頼回数で、次いで講習会等に参加す

る、生涯スポーツを意識する、研究・学習意欲、

指導者制度について、そしてスポーツ教室等に参

加する、やりがい、新しい資格を取得、職業、指

導のための知識、の順序である。この結果を上述

のクロス集計の結果と比較すると、Ｘ２検定で

0.1％水準の有意差が認められた年齢、結婚がそ

れぞれ21位、２４位に、有意差のみられなかった生

涯スポーツを意識する（３位)、研究・学習意欲

(４位)、指導者制度について（５位）と各々変化

している。有意差の認められた要因で上位に（１０

位以内）位置づいているのは依頼回数（１位)、

２．スポーツ指導実施・非実施の要因の分析

クロス集計により外的基準つまりスポーツ指導

実施群・非実施群と諸要因との関連を考察してき

たが、個々の要因と外的基準との関連を考察する

だけでは諸要因間の相互作用などは無視されたり、

いわゆる要因間の相関なのかその他の要因を媒介

とした見せかけの相関なのか不明確である。これ

らの問題点を補うために数量化理論第Ⅱ類を適用

して分析を試みる。

（１）判別の精度

スポーツ指導実施・非実施に諸要因がどの様に

関与しているか考察する前に、まず判別の精度つ

まり各要因が外的基準をどの程度判別しているか

をみる。相関比は0.9190と非常に高く、このこ

とはこれらの要因はスポーツ指導実施・非実施を

よく判別していると言える。なお図１はサンプル

スコアーの半捌グラフを示したものであり、スポー

－３９１－
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実施
0.4

非実施
－０．４

カテゴリー
スコアー

レンジ

0噸位）
カテゴリー傭相関要因 －０．３－０．２－０．１００．１０．２０．３

20代
30代
40代
50代以上

-0.0886

0.1119

0.0138

-0.0443

年
令
一
性
別

0.2005

（21）
0.2903

0.0246

（27）

男
女 －０.OO77

qD1690.0473

教員・学校職員
公社
公務員
会社員・事務職
会社・団体役員
学生
商工自営・自由業
主婦・無職
医療機関
その他

0.0650

0.4617

0.1694

0.0992

0.2045

0.2174

0.1971

0.0160

02118

0.3120

0.6791

（９）

職
業 0.5859

小・中学校
高校・専門学校
大学・短大
大学院

-0.2342

-0.1552

0.1718

-0.3667

学
．
｜
鴬
一
蝋
｜
灘
轤
｜
制
｜
ま

0.5384

（11）
0.6115

Ul684

（24）

0.0189

-0.1496

はい

いいえ0.2303

-0.0414

0.1720

02134

（20）
はい

いいえ0.3786

研修・講習会等
学校やクラブ等
独学
地域・職場のサークル
その他

-0.0155

-0.0223

02454

0.2765

00507

0.2988

（15）
0.2830

社会体育指導は奉仕
指導にあった報酬
指導の内容によって
どちらでもよい

0.1403

-0.0911

-0.0102

-0.0562

Ｕ2314

（18）
0.3539

趣
煙
中
中

露
鑪
砺

0.0733

-0.0753

01451

0.2205

（19）
04016

回
廻
咽
麺
銅
銅
馳

回
詫
引
鈩
ト
ト
ト
烟

０
１
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図２－１要因分析の結果（その１）

－３９２－



並河：地域スポーツ経営に関する研究（１）

非実施
-04.

蕊胆麺一謂の知識一議蕊ろ一驍騨ろ一鱒能力一鰯・学習一蹴山礪

カテゴリー －０．３－０．２－０．１００．１０．２０．３

非常にそうである
そうである
どちらでもない
そうでない
全くそうでない

非常にそうである
そうである

どちらでもない
そうでない
全くそうでない

非常にそうである
そうである

どちらでもない
そうでない

全くそうでない

非常にそうである
そうである
どちらでもない
そうでない

全くそうでない

非常にそうである
そうである
どちらでもない

そうでない
全くそうでない

(0.6）

非常にそうである
そうである
どちらでもない

そうでない

全くそうでない

非常にそうである
そうである
どちらでもない
そうでない￣

全くそうでない．

蹴
認
教
室
｜
籍
会
へ
の

(0.5）

非常にそうである
そうである
どちらでもない
そうでない

全くそうでない

(0.7）

￣非常にそうである
そうである

どちらでもない
そうでない

全くそうでない

齢
鐺
評
一
：
は
大
切
一
鶏
囑
蝋

非常にそうである
そうである
どちらでもない
そうでない

全くそうでない

非常にそうである
そうである
どちらでもない
そうでない

全くそうでない

(０７）

非常にそうである
そうである
どちらでもない
そうでない
全くそうで救い

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

0.9970

（３） (08）

■
－

コ「
．

非常にそうである
そうである
どちらでもない

そうでない
全くそうでない

高
齢
者

ス
ポ
ー
ツ

要因分析の結果（その２）図２ ２

393



琉球大学教育学部紀要第43集Ⅱ

３．資格取得理由のパターン分類の結果

ここでは、社会体育指導者の動機にどのような

パターンが存在するのか。それらのパターンに影

響している要因はなにかについて考察する。その

ために数量化理論第Ⅲ類を用いて、表４に示され

る社会体育指導者になった理由についてパターン

分類を行った。

表４社会体育指導者になった動機

講習会に参加する（２位)、スポーツ教室に参加

する（６位）である。以上のことからスポーツ指

導実施・非実施に寄与する要因として依頼回数、

講習会等に参加する等の要因が特に重要と考えら

れ、基本的特性である年齢、結婚等は寄与する要

因であるが規定力は弱く、諸要因の中で媒介変数

として機能を果たしていると推測される。

次に、各要因のカテゴリースコアーの効き方と

方向づけから、各カテゴリーがスポーツ指導実施・

非実施にどの様な影響の及ぼし方をしているのか

を検討する。

図２－１，２－２に示されるようにプラス方向

に依頼回数「７回～30回の範囲｣、生涯スポーツ

を意識する「全くそうでない｣、スポーツ教室に

参加する「非常にそうである｣、新しい資格を取

得「全くそうでない｣、指導の知識｢非常にある｣、

講習会等に参加する「全くそうでない｣、研究・

学習意欲「非常にある｣、その他、マイナスの方

向に指導者制度について「全くそうでない｣、や

りがい「全くそうでない｣、講習会等に参加する

「非常にそうである｣、研究・学習意欲「全くそう

でない｣、職業「公社｣、その他、などがあげられ

る。従って、プラスの方向につまりスポーツ指導

実施に強い影響をあたえるのは、年に２～３回の

依頼回数があること、研究・学習意欲を持ちスポー

ツ教室によく参加することであり。否定的な意見

である生涯スポーツ意識する、新しい資格と取得、

講習会等に参加する「全くそうでない」がプラス

方向に影響している原因としては、日頃、指導実

践に励んでいる指導者にとって講習会等に参加す

る時間的余裕がなく、また日常の指導に集中して

いるため指導に関する情報以外に目を向ける余裕

がないのが現状であるためと推測される。逆にマ

イナス方向につまり非実施に強い影響を与えるの

は、指導者制度はうまくいっていないと考えてい

ること、やりがいを持たずに研究・学習意欲が弱

いこと、講習会等によく参加することなどである。

これらの要因がスポーツ指導非実施に強く影響を

与えていることはさらに詳細な分析を要するとこ

ろであり、今後の課題として新しい指導者制度の

検討や講習会等の在り方及びその内容の再検討、

さらに社会体育指導者へ動機づけ等が必要と考え

られる。

社会奉仕のため

青少年の健全教育のため

体育・スポーツ・レクを広めたいから

指導するのが楽しいから

体育・スポーツ・レクを楽しみたいから

押しつけられてしかたなく

運動することが好きだから

一流選手やチームを育てたいから

過去の経験を生かしたかった

自分の趣味で

指導力を買われて

町づくりのため

健康・体力の維持増進のため

人間関係をよくするため

後継者づくりのため

その他

可
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
●
●
●

ｌ
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３
４
５
６
７
８
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社会体育指導者になった理由について、数量化

理論第Ⅲ類の手法によりパターン分類を試み、第

３根までを算出した。指導者になった理由第１軸、

第Ⅱ軸、第Ⅲ軸における個々の数値は表５に示さ

れる。各軸に意味を求めると

第１軸は、「その他」というカテゴリーと他の

カテゴリーが大きく分離しており、社会体育指導

者になった理由がはっきりしているものとしてな

いなものとに分かれている。「その他」というカ

テゴリーに理由がないのか他に理由が存在するの

か今回は限定できないため意味の解釈は不可能で

ある。

第Ⅱ軸は、プラス方向に健康・維持増進のため、

町づくりのため、体育・スポーツ・レクを楽しみ

たい、運動することが好きだから、マイナス方向
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表５各軸におけるカテゴリー数値

Ｉ軸カテゴリ Ⅱ軸 Ⅲ軸

社会奉仕のため

青少年育成のため

体育・スポーツ・レクを広めたい

指導するのが楽しい

体育・スポーツ・レクを楽しみたい

押し付けられてしかたなく

運動することが好きだから

一流選手やチームを育てたい

過去の経験を生かしたかった

自分の趣味で

指導力を買われて

町づくりのため

健康・体力の維持増進のため

人間関係をよくするため

後継者づくりのため

その他

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
ｑ
●

１
２
３
４
５
６
７
８
９
，
ｎ
ｍ
姐
辿
炬
姐

0.001072

0.009879

-0.001609

-0.009136

-0008993

-0007905

-0.008751

-0.009468

0001867

-0.009330

-0.006213

-0,007600

-0.008266

0000245

-0.006444

0.570424

-0001712

-0.023592

0.024145

-0.007883

００３１６３１

－０`068988

0.030265

-0.167576

-0.040327

0.019048

-0157091

0031747

0040809

0.020262

-0.008344

0.015319

-0.052872

-0093415

0.002843

0059280

0029428

0.036405

0.025615

0.142873

0.004224

0037268

-0.020976

－0.018482

-0001639

－0.002783

-0037008

0.060075

に一流選手やチームを育てたい、指導力を買われ

て、押しつけられてしかたなく、過去の運動経験

を生かしたかったなどが位置しているところから、

第Ⅱ軸は「しクレェーション志向一競技志向」と

を弁別するものであると推測される。

第Ⅲ軸は、プラス方向に一流選手やチームを育

てたい、指導するのが楽しい、その他、自分の趣

味でなどが集り、マイナス方向に青少年の健全育

成のため、社会奉仕のため、後継者づくりのため

などが位置しているところから、第Ⅲ軸は「自己

欲求充足一他人への奉仕」とに関係していると推

測される。

図３はⅡ軸とⅢ軸のカテゴリースコアーを平面

図示したものである。Ｉ軸に関しては「その他」

のカテゴリーが大きく影響していることからⅡ軸

とⅢ軸を中心に考察を試みる。図３から、Ａ、Ｂ、

Ｃの３つのパターンが見い出された。パターンＡ

は「一流選手をやチームを育成したい｣、「過去の

経験を生かしたい｣、「押し付けられて｣、「指導す

るのが楽しい」というⅡ軸の値はマイナスⅢ軸の

値はプラスというパターンである。

パターンＢは「青少年育成のため｣、「社会奉仕

のため｣、「後継者づくりのため｣、「指導力を買わ

れて」というⅡ軸とⅢ軸ともにマイナスの値をも

つパターンである。

パターンＣは「運動することが好きだから｣、

｢スポーツ・レクを楽しみたい｣、「自分の趣味で｣、

｢体育・スポーツ・レクを広めたい｣、「健康・体

力の維持増進のため｣、「町づくりのため｣、「人間

関係をよくするため｣、「その他」というⅡ軸はプ

ラス値でⅢ軸はプラスとマイナスの値をもつとい

うパターンである。

以上の結果をまとめると社会体育指導者になっ

た動機には他人への奉仕と競技志向がまとまった

パターンＡと他人への奉仕とレクリエーション志

向がまとまったパターンＢとにわかれその間にパ

ターンＣというレクリエーション志向と自己充足

型、他人への奉仕型がまとまった中間的パターン

が存在すると考えられる。
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パターンＣ′

連動することが好きだから
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社会奉仕の

一流選手を育てたい

・８パターン八パターンＢ

図３動機によるパターン分類（数量化Ⅲ類）

指導実践においては媒介変数としての機能を果た

していると推測される。

要約

社会体育指導者の指導実践に影響を及ぼす要因

を明らかにするため、数量化理論第Ⅱ類による判

別分析を採用し、指導者の基本的特性､活動内容、

態度・意識、研究・学習意欲、指導者制度等の要

因について分析し、さらに指導者になった動機に

ついて数量化理論第Ⅲ類を採用しパターン分類を

行ってきたが、結果を要約すると以下のようにな

る。

２．カテゴリーの効き方と方向から見ると、実施

群に強く影響を与えているカテゴリーは1年間

の依頼回数「７回-30回｣、生涯スポーツを意識

する「全くそうでない｣、スポーツ教室への参加

｢非常にそうである」であり、非実施群のそれは

指導者制度について「非常にそうである｣、やり

がい「全くそうでない｣、講習会への参加「非常

にそうである｣、研究・学習意欲「全くそうでな

い」等であった。なお、非実施群に講習会への参

加「非常にそうである」が比較的強い影響力を示

したことはさらに検討を要する問題であると考え

られる。

１．スポーツ指導実施・非実施に影響を与える要

因を規定力順位で示すと、１年間の依頼回数が

１位､次いで講習会に参加するが２位､生涯スポー

ツを意識するが３位、研究゜学習意欲があるが４

位、さらに指導者としての研究・学習意欲が５位

であった。基本的特性である年齢や結婚はＸ２検

定による有意差判定では0.1％水準で有意差が認

められたが、数量化理論第Ⅱ類による判別分析に

おいては規定力は弱く、これらの要因はスポーツ

３．動機によるパターン分析の結果、「他人への

奉仕」と「競技志向」がまとまったパターンＡ、

｢他人への奉仕」と「レクリエーション志向」が

－３９６－
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まとまったパターンＢ、「レクリエーション志向」

と「自己充足型」及び「他人への奉仕」がまとまっ

たパターンＣが見出された。社会体育指導者になっ

た動機をパターン分類すると、パターンＡとパター

ンＢのわかれ認中間にパターンＣが存在すると推

測される。

今後の課題としては、社会体育指導者の有効活

用を計る上で、指導者組織の在り方つまり組織と

指導者の関係を明らかにし、また講習会に参加す

ることがスポーツ指導実践にマイナスに影響を与

えているという結果についてさらに詳細に分析し、

新しい指導者制度における講習会の内容や開催方

法について研究を進めて行きたい。また、社会体

育指導者になる動機に中間的存在と考えられるパ

ターンがみられたことについて、それぞれのパター

ンの関連性を明らかにし、さらに社会体育指導者

になる動機とスポーツ指導実践との関連性につい

て研究を進めることにより、これらの地域スポー

ツ経営に貢献して行きたい。
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